
「ICTを活用した街づくりと

グローバル展開に関する懇談会」

名取市長 佐々木一十郎
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「 ICTふるさと元気事業」(総務省) の交付金を活用した

双方向型情報提供システム 「市民の広場」 について

－ 東北・地域懇談会 －
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宮城県名取市
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仙台市

名取市
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名取市の概要

• 平成２３年２月（被災前） 平成２３年７月（被災後）

•人口 ７３，２２９人 ７ １，４９７人

•世帯数 ２６，４３３世帯 ２６，０５６世帯

•面積 ９７．７６ｋ㎡

•市街化区域 １４．４％

•市街化調整区域 ８５．６％

•水田面積 ２５．３％
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名取市の被災状況地震・津波の概要

■発生日時

平成23年3月11日

14:46

■震源地

牡鹿半島東南東

130Km付近

■震源の深さ 24km

■マグニチュード

9.0

■名取市内の震度

震度6強

■大津波警報発令

14:49

■津波第一波到来

15:51

■津波高 9.1m

■名取市面積

97.76k㎡

■浸水面積 27k㎡

■浸水率 28%

3月12日

■市内避難所 52ヶ所

■避難者 11,233人
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名取市の被災状況
• 遺体収容数

• （内 遺族引渡数

• 行方不明者数

全壊 大規模半壊 半壊 一部破損 合計

住宅 2,805 221 888 9,938 13,852

非住宅 958 131 309 1,347 2,745

• ９ １ １

• ８９６） 15
• ５５

名取市 人口 73,229人 世帯数 26,433 (平成23年2月末)

(H24. 1.26.現在)
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名取さいがいエフエム なとらじ８０１
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災害対応での課題

• 避難指示の伝達方法

– 防災行政無線の問題 消防関係者に多くの犠牲

• 情報収集・発信

– 避難所の管理・運営 避難者・行方不明者情報

– 被災者情報一元管理（個人情報保護の問題）

• 燃料の確保

– 政府の機能麻痺

• ボランティアの受け入れとコーディネート

• 地盤沈下
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１．防災情報提供システムの概要

ＩＣＴ※を利活用し、市民と行政で情報の共有化を図り、災害時の安全確保、被害軽減に
加えて、平常時も多様な場面で活用することで「まちづくり」への市民参画意欲も高まる
ことが期待されます。

防災関連情報集約化

【地域防災情報】
公的施設（２１９箇所）
民間施設（１１７箇所）
避難所
医療施設
防災倉庫
公共施設

市役所

平常時利用

行政情報（イベント情報）

【災害情報】
津波情報
災害情報：道路冠水等

市民・住民・各種団体

ホームページを通して
地図上で情報提供

地域情報を簡易電子メールで配信

テンプレートから情報登録
（地域ＩＣＴ人材）

テンプレート
（位置情報・概要・写真）

【情報参照】
パソコン・携帯電話を利用
地図・文字情報で情報参照

【情報投入】
パソコン・携帯電話を利用
（ブログ投稿イメージ）

準備する入力テンプレート例
・地域防災情報
・災害情報
・地域イベント情報

※ＩＣＴ：Information and Communication Technologyの略。 情報通信技術のことで、ＩＴと同意。

ICT人材育成(講習等を実施)
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２．市役所内での防災関連データの集約化

市役所内の防災関連データの集約化、整備・管理を実施します。

・ベース地図（背景図）の整備 市役所情報（公図・建物外形図・地形図等）

外部 情報（国土地理院基盤地図1/25,000等）

・市役所内防災関連データ

避難場所・医療施設・防災倉庫・公共施設等の位置・概要・写真の登録

防災関連課防災関連情報管理課

増田交番

増田中

登
録
・
更
新

ベース地図は、将来の庁内ＧＩＳ
の最も基本となる公図・建物外
形図を利用予定。
（年１回程度の更新）

ＣＭＳ※掲載担当

防災マップ公開

公開可能な防災関連
情報を公開します。
（ＡＳＰ※事業者に

アップロード）

情報
整理・集約

情報
整理・集約

庁内の防災関連情報を整理・集約を実施し、
防災関連課の端末から情報登録を実施します。
・位置情報（地図にプロット）
・概要（施設名・住所など）
・デジカメ写真

庁内用地図

※ＣＭＳ：コンテンツマネジメントシステムの略。
ホームページの写真・文字等を管理し、配信など必要な処理を行うシステムのこと。

※ＡＳＰ：アプリケーションサービスプロバイダーの略
インターネット経由で業務アプリケーション（ソフト）をレンタルする事業者。
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３．市民からの情報登録

市民等からテンプレート登録された情報は、市職員にて検証選定を実施します。

（情報の確実性、情報の公共性、公序良俗に反しないか等の確認をします。）

検証確認を実施後、市役所内で利用、防災マップに公開することができます。

テンプレート
登録

不採用
×

○採用 防災マップ
公開

登録用のテンプレートを
複数準備します。
・地域防災情報用
・災害情報用
・地域イベント情報等

パソコン、携帯電話等から
各種テンプレートに情報を
登録します。

市民・住民・各種団体

検証・選定担当 防災関連課（災害対策本部）

ＣＭＳ掲載担当

市民の安全確保、被害軽減のために、防災マッ
プを通して、情報提供を実施します。
（リアルタイムな道路冠水情報等）

災害対策本部設置時は、被災状況の把握に利
用し、的確で正確な災外対応を実施できます。

登録された情報を一定基準で
選別します。不採用データは
その後利用不可となります。
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４．全体構成図

市役所内の情報と市民からの情報を流通、共有化を実施します。

（地図を利用した情報提供・テンプレートを利用した情報登録）

市役所

防災情報
サーバ

防災関連課
防災関連情報整備
災害情報登録

（庁内情報の集約）
検証・選定担当
市民が投入した情報検証

ＣＭＳ掲載担当
市民への提供情報の
選定・登録

ＡＳＰ事業者

登録された情報を
防災マップとして配信

市民・住民・各種団体
（地域ＩＣＴ人材）

防災マップ提供

テンプレート登録
地域防災情報・災害情報等提供
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•電 話 光・停電で× アナログ △

•携帯電話 輻輳し繋がりにくい △

•携帯メール 何とかなれば ○

•インターネット ほとんど△ 復旧は3/16△

•衛星携帯電話 問題なく ○

•行政無線（県との連絡） 問題なく ○

•アマチュア無線 リピータ局は発電機で ○

災害時に生き残る情報伝達手段
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大津波警報や情報を知り得たメディア

調査：山口大学村上研究室と名取市防災安全課で共同実施

n=256
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鳴らなかった

地震の震動によって
屋上階の無線発信機
の電源に何らかの金
属片が落下しショー
ト

当初から稼働してい
なかったことが後か
ら判明
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Ｂ Ａ

ＳＷ電源ユニット内
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大災害時に生き残る情報伝達手段

•生き残るのは ハイテク ではなく

•ローテク

•モーターサイレン

＋ 災害FM ラジオ
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大災害時に生き残る情報伝達手段

•生き残るのは ハイテク ではなく

•ローテク

•モーターサイレン

＋ V-Low ラジオ
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災害に強く市民にわかりやすいシステムの構築

複数の情報媒体の活用

・災害FM からコミュニティFM への移行

→ V-low ラジオの活用

社会的弱者に利用しやすいシステム

（文字情報・光・振動 など）

・一つの情報発信から全ての情報媒体へ情報送出

防災行政無線・ FMラジオ・携帯メール・HPなど

大災害時に生き残る情報伝達手段
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集合住宅まちの面影再生エリア

スポーツ施設

マリンスポーツ施設

楕円型人工地盤

学校・公民館等

まちのイメージ
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まちのイメージ
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• 名取市は今、失われたまちを再生するため
復興に向けて全力で取り組んでおります。

• 一日も早い復興をめざし、市民一丸となっ
て復興を進めてまいりましょう。

• これらも、よろしくお願いいたします。

今回の震災では全国から、そして世界中の
皆さまから多くのご支援を頂きました。
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